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自衛隊・海上保安庁等

外国の航空情報機関

提供する情報

航空情報業務
航空法により国土交通大臣は、航空機乗組員に対し航空の安全に必要な情報（航空情報）を提供する義務がある。

航空情報センターは、我が国唯一の航空情報機関として２４時間体制で運航に必要な航空情報を発行・管理し、関係者への提供を
行っている。また、東京国際ノータム事務所として外国の航空情報機関とノータムの交換を実施している。

ＩＣＡＯは、ＡＩＳからＡＩＭへの移行（紙による航空情報の提供からデジタルデータによる航空情報の提供への移行）を提唱しており、
我が国においても電子ＡＩＰや電子地形・障害物データの提供を開始するなどデジタル化への対応を図っている。
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